会　議　記　録
政策企画局　まちづくり協働課
	開催日
	平成21年12月15日(火)
	開催時刻
	15時00分から17時20分

	会議名
	上田中央地域協議会(平成21年度第9回)

	出席者
	小林会長、白石副会長、浅井委員、安藤委員、池田委員、一之瀬委員、栗田委員、佐藤委員、塩入委員、田口委員、竹田委員、中村委員、宮本委員、森田委員、安井委員、山極委員

（欠席委員）飯島委員、岡田委員、荻原委員、栗俣委員
（事務局）大沢政策企画局長、浅野まちづくり協働課地域振興政策幹、小宮山まちづくり協働課課長補佐、堀内まちづくり協働課主査
（説明者）伊藤交流・文化建設準備室長、田口子育て子育ち支援課長

	会議次第
1　開会(浅野まちづくり協働課地域振興政策幹)
2　会長あいさつ

第2期の地域協議会がスタートして以来、1年9ヶ月が過ぎた。これまで試行錯誤の中で調査研究が行われ、それぞれに掲げた検討テーマも大詰めの段階となってきた。本日は来春早々に意見書を提出するにあたり、諸項目をまとめていきたいと思う。
来春1月1日付けで、上田中央地域協議会だよりが発刊される。地域の皆さんのご意見を頂き、地域の声として協議検討し、地域の総意としてまとめた上で、意見書という形で市へ提出し、市政に反映させていきたい。本日もよろしくお願いしたい。　　　
　　
3　会議事項 
（1）全体会議
①交流・文化施設等整備計画について
　　【政策企画局長あいさつ】

　　　　地域協議会委員の皆さんには、それぞれのお立場で上田市政に対してご協力を頂き、厚くお礼を申し上げる。昨日議会終了し、補正予算も認めて頂いた。主な内容としては、雇用が大きな課題で、市でも3月まで100人規模の雇用をしていく。生活保護の関係も増加し、これに対する予算付けもお願いした。また、上田市の公害防止条例について、生活環境課からの提案をお認め頂いた。一般質問に関しては、23名の議員さんに各分野にわたりご質問を頂いた。交流・文化施設についても、今後の展開についてや財政面について、答弁をさせていただいた。本日は、これからの財政見通しと、基本的な考え方をお示ししたい。
　　　　産院の問題も医師確保ができ、建設場所についても、上田広域で所有している長野病院の隣接地、約2200㎡に移設する方向性が出た。来年基本設計を行い、23年度には建設していく。皆さんにご協力いただいた賜物と思っている。交流・文化施設についても、皆さんのお立場の中でのご理解・ご協力をお願いしたいと思う。
　　【説明】
　資料：1.「地域協議会資料　交流・文化施設等整備計画について」
　　　  2.「上田市交流・文化施設等整備計画」

より交流・文化施設建設準備室から説明

　　1.「地域協議会資料　交流・文化施設等整備計画について」
　　　（1）交流・文化施設等整備計画策定までの経過

　　　（2）交流・文化施設等の整備に係る説明会等開催実績

　　　（3）交流・文化施設等整備計画の内容

　　2.「上田市交流・文化施設等整備計画」

　　　第1章　基本理念と機能

　　　第2章　施設整備方針

　　　第3章　建設費計画

　　　第4章　運営管理計画

　　　第5章　事業計画

　　　第6章　運営管理費計画

　　　第7章　エリア・マネジメント

　　　第8章　整備スケジュール
　
　　（会長）協議会としても互いの理解を深めながら、協力できるところは協力していく。今日の段階はお聞きするということで、終わらせていただきたいと思う。これから10回にわたり、各会場で交流・文化施設等整備計画説明会を開催するそうなので、足をお運びいただき、ご意見を寄せていただければと思う。
　　②上田市未来っ子かがやきプラン骨子案に対する意見募集について

　　　資料：「上田市未来っ子かがやきプラン骨子案に対する意見募集について（お願い）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より子育て・子育ち支援課から説明

　　　　○次世代育成支援のための行動計画の策定

　　　　○意見募集の方法等

　　　　○上田市　未来っ子かがやきプラン　骨子案

　　　　　　　　　　－プランの趣旨、少子化の現状、今後の子育て支援策－説明

　　【主な質疑等】

　　（会長）具体的にはどのような形式で、どのような内容をお答えしたらいいのか。
　　（担当課）子育て支援に対して、どのような思いがあるのか、身近なご意見をいただきたい。今までやっている事業であればそれを充実させ、欠けているとすれば、5年間の中で実現できるように努力していきたい。
　　（委員）重点事業の中で、幼保小中連携事業というものがあるが、どのように進めていくのか。

　　（担当課）子どもたちの成長を、幼・保・小・中の関係者が、連携して支援していかれるように進める。幼稚園や保育園から小学校へ入学する時に、また小学校から中学校へ進学する時に、連携をとっていく事により、支援の必要な子どもさんを同じような目線で見ていかれる。その中で情報を共有し、お互いに協力して今以上につなげていきたいと考えている。

　　（会長）上田市の50年100年後を考えた時に、子育てほど大事なことはない。日頃から子供さん方を通じて感じていることについて、ご意見を寄せていただきたい。今日はご説明ということで承りたいと思う。

　　③意見書の内容について

　　○第一分科会意見書案「上田中央地域・上田西部地域の共通の歴史的資源である『北国街道』を保全活用したまちづくりの提言」について　

第一分科会池田リーダーより説明
　　　提言１「北国街道沿いの歴史的資源について学術調査と評価の実施」

　　　提言２「歴史的資源保全のための市独自の新たな制度を制定する」

　　　提言３「学校教育での北国街道に関する学習の推進」

　　　提言４「市民が主体となり行政が支援するまちづくりの推進」

　　（会長）このような形で意見書を提出してよろしいでしょうか。
　　（委員）提言３について、一部削除という一文が残ってしまっている。

　　（委員）下堀だけでなく、上堀も含めるということでいいか。

　　（委員）連坦とはどういうことをいうのか。難しい表現すぎないか。

（事務局）連坦(れんたん)とは、区画をまたいで建築物ないし街区が繋がっていることを指す。
　　（全委員）以上をふまえて意見書の内容は確認されました。
　　○第二分科会意見書案「生ごみ資源化と活用に関する提言」について

第二分科会佐藤リーダーと竹田副リーダーより説明

　　　提言１「堆肥化施設の設置主体と役割分担の明確化について」

　　　提言２「家庭系単独での堆肥化と無償活用について」

　　　提言３「市民参加・参画の仕組みづくりについて」

　　　提言４「ごみ減量化機器等への支援制度について」
　　　提言５「支援制度の創設について」

　　　提言６「地域振興を視点とした耕作放棄農地等の利活用について」

　　【主な意見等】

　　（会長）施設の建設等に関しては、最終的に行政に委ねなければならないが、市民として何をするか、何をして欲しいか、このような思いを6つの提案にまとめた。何かご指摘いただくことがございましたらご意見をお願いしたい。一番大きな成果は、連合会や自治会にご協力を頂き、生ごみの資源化に対しての市民の具体的な数値が出てきたことが、行政にとっても非常に貴重なデータではないかと思う。それを基に、第2分科会で検討していただいた。市民の生の声が反映された提案だと思う。
　　（委員）具体的な今後の取り組みとしてアンケートを実施したことは、とても有意義だったと思う。中央地域協議会の域内にある自治会の皆さん方がアンケートに答え、具体的な数字が示され、これが上田市のごみ問題について力強いデータになるのではないか。
　　（委員）具体的な数字を挙げてアンケート結果の分析をされ、とてもわかりやすくていいと思う。内容について、提言4の「ごみの減量化機器等への支援制度について」だが、これまでの補助制度では、減量効果の推計についてはっきり出ていないのではないか、また当初の政策的な目的を考えると、変化をしてきているので、再検討が必要ではないか、という提言内容だと思うがどうか。その辺りをはっきりと入れたほうが、読む側としてはわかりやすいように感じた。提言5の「支援制度の創設について」で、生ごみの排出協力者や地域に対しての支援制度として、農産物の引き換えポイント制度や、生ごみ分別指定袋の無料配布等と具体的な例が挙げられているが、すでに家庭で独自に生ごみを処理したり、生ごみを出さないお宅もあると思う。そこを考えた時に、ポイントや指定袋がもらえるのなら逆に出そうかと考える方もいるのではないか、と感じた。
　　（第二分科会）提言5の件だが、現在可燃ごみとして出している方に、いかに堆肥化に関心を持っていただくかをまず優先して考えた。自家で処理されている方が、ポイントがもらえるのならこちらにしようとお考えになっても、仕方がないのではと思う。個々に対応しているかと言われると難しいかと思うが、関心をお持ちでない方に、何とか参加していただきたいという気持ちの提言になっている。
　　（会長）上田市にとっても大事なお話しですので、行政側も慎重に受け止めていただきたい。

　　（第二分科会）もう一度内容を検討させていただきたいと思う。

　　（会長）基本的な部分で、皆さん全員のご承認をいただきたいと思う。このような内容の意見書を提出してもよろしいですか。
　　（全委員）いいと思う。

　　（会長）第一、第二分科会とも非常に熱心なご検討の上まとめて頂いたこと、私としても感謝に堪えない次第だ。ありがとうございました。来年早々に提出していくわけだが、正式な提言書という形にまとめていただくようによろしくお願いしたい。
　　　
　　④地域協議会だよりについて　事務局より説明　　　　別紙参照
　　⑤わがまち魅力アップ応援事業の来年度募集と審査の進め方について

　　　資料：「『わがまち魅力アップ応援事業』平成22年度事業　募集のお知らせ」

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より事務局から説明

　　【主な質疑】

　　（会長）4月からの事業に間に合うように決めていきたいという意向が示されているが、現メンバーで審査をするのかどうかお聞きしたい。
　　（事務局）継続事業については、4月1日から申請が上がってくると思う。新規事業については、4月1日からはじめなくてもいいものもあると思うので、審査をする事業をこちらで選択して行うこともできると思う。

　　
　　⑥その他

　　　別紙資料にて　説明：「地域コミュニティの現状とこれからの地域のあり方」
4　連絡事項等
　　　・次回会議の開催

　　　　　平成22年1月27日（水）開催予定

閉　会
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